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て，本研究では，自作 GFRP 試験片の引張試験と同 GFRP 桁の曲げ試験を実施し，複合材の物
性値の予測や FEM 解析手法の検討を行っている．また，小型無人超音速機のプロトタイプの主




   




2.1 自作 GFRP 試験片の引張試験および自作 GFRP 桁の曲げ試験 
GFRP 試験片の物性値測定では，ヤング率，ポアソン比共にばらつきが見られた．これは，試
験片固定部の滑り等によるものと考えられる．曲げ試験では，複合材料工学における材料力学的





















① 4.73MPa 4.61MPa 6.84MPa 4.8MPa 









最後に，NASTRAN による変位解析結果と試験結果より算出したたわみ推定量の比較を図 7 に








       
図５：主翼模擬構造の変位測定位置       図６：50%翼弦における変位量 
 
 
図７：試験および FEM 解析のたわみ推定量の比較 
 
3. まとめ 
自作 GFRP 試験片の引張試験では理論値と実験値がおおむね近い値を示すこと，GFRP 桁の曲
げ試験では測定箇所①では E=8.63GPa の場合の実験値が理論値・解析値に良く一致することが









３）その場合，荷重倍数 6 程度までの空力荷重に耐える． 
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